
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
人体に塗布、付着させる組成 炭酸亜鉛、炭酸水酸化亜鉛、炭酸水酸化亜鉛水和物 少
なくとも１種

人体に塗布、付着させる組成物。
【請求項２】
前 成物が化粧品である請求項 記載の人体に塗布、付着させる組成物。
【請求項３】
前 成物が医薬部外品である請求項 記載の人体に塗布、付着させる組成物。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本願の発明は、人体に塗布、付着させる組成物、化粧品、医薬部外品に関し、詳しくは炭
酸亜鉛、炭酸水酸化亜鉛、炭酸水酸化亜鉛水和物等を配合した人体に塗布、付着させる組
成物、化粧品、医薬部外品に係るものである。
【０００２】
【従来の技術】
女性にとって、美容上もっとも多い悩みの一つに、シミ、ソバカス、等の色素異常症があ
るが、一般に、これらの色素異常症は、メラニン細胞がメラニン色素を表皮内の有棘細胞
層に異常に放出する事により発症するといわれている。
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物に が
含まれ、その含有量は総重量に対し０．０００００００１～０．００００１

重量％であることを特徴とする

記組 １に

記組 １に



【０００３】
また、肌荒れ、くすみ、しわ、たるみ、脱毛等の老化現象等は、ある日突然悪化するとい
うものではなく、タンパク質、脂肪などのエネルギーの過剰摂取や偏食によるミネラルの
摂取不足等に加えて、紫外線や酒やタバコの飲み過ぎ等の生活習慣が積み重なった結果、
いわゆる肌年齢が増加し、老化現象が発現する素地ができあがる。
【０００４】
以前から体験的にはこれらのエネルギーやタンパク質、脂肪などの過剰摂取や、偏食によ
るミネラルの摂取不足、酒やタバコの飲み過ぎ等の不摂生、或いは紫外線等の外的因子が
、身体の健康に悪く、色素異常症や老化現象を促進させる事は知られていたが、どういう
形でメラニン色素を増殖させたり、肌年齢を増加させたりするのかは、最近でも不明な点
が多い。
【０００５】
最近の研究では、これらの色素異常症や老化現象の一部に活性酸素と活性化脂質が密接に
かかわっている事が明らかになり、この活性酸素の過剰発生や過酸化脂質の蓄積が、結果
としてメラニン色素を増殖し、肌年齢の増加に大きく影響する事が認められてきた。
【０００６】
皮膚や粘膜、特に女性の肌は、加齢と共に、黒化、しみ、しわの増加等の問題が発生して
くる。化粧品、医薬部外品の開発は、これら問題を解決するため、美白効果、肌荒れ抑制
効果となる保湿性、抗酸化性及び抗菌性等の改善を目的として進められている。現在は、
天然エキスで、コウジエキス、モモの葉エキス、など美白効果があるとされているエキス
の配合や分量や深層水等が考案されているが、炭酸亜鉛、炭酸水酸化亜鉛、炭酸水酸化亜
鉛水和物は化粧品、医薬部外品分野では活用されていなかった。そして、これ等に関連す
る文献は見出せなかった。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
化粧品、医薬部外品の組成物として、人工的に製造された物質、および天然物が使われて
いる。しかし、従来から用いられている人体に塗布、付着させる組成物は、個々の成分の
効果は限定的であり、複数の組成物を混合してそれら各成分の単独の効果を加えて利用し
ている。
【０００８】
従って、従来の化粧品、医薬部外品は、皮膚や粘膜にとって有害な乾燥、紫外線、酸化等
から皮膚や粘膜を保護し、皮膚や粘膜が本来持つ恒常性の維持、回復を図り、しみ、ソバ
カス等の色素異常症の改善、くすみ、しわ、たるみ、脱毛等の老化現象の遅延や、肌荒れ
、乾燥肌、ニキビ、しもやけ、カブレ、アレルギー、アトピー性皮膚や粘膜炎等の症状改
善、毛髪の傷みの改善、爪の傷みの改善、虫歯、辺縁性歯周炎（歯槽膿漏）等の予防、汗
疹、肩こり、神経痛、冷え性等の緩和、更に皮膚や粘膜癌等の予防等に効果を充分に発揮
できるものではなかった。
【０００９】
そして、最近ではミネラル成分の皮膚吸収、粘膜吸収をする事により、新陳代謝や血行を
正常化するタラソテラピーの効果を簡易に得るために、温泉、地下水等のミネラルウオー
ターや海水等を配合した化粧品や医薬部外品が提案されている。
【００１０】
しかし、温泉、地下水等のミネラルウオーターや海水等は、生活排水や工業廃水が混入し
ており、また、バクテリア等の微生物が発生しているため、そのまま、或いは濃縮した状
態で化粧品等に配合すると、黄変や変質等の品質低下や皮膚刺激や粘膜刺激等を招く恐れ
があるため、殺菌剤の添加、加熱処理、或いは紫外線照射等の処理が必要となる。
【００１１】
しかし、殺菌剤の添加は、使用者によっては一層皮膚や粘膜に刺激を感じたり、使用感を
損ねたりするなどの問題があり、また、加熱処理や紫外線照射等の処理は、微生物の除去
と同時に必要なミネラル成分を除去する事となり、充分な効果を得る事ができなくなる。
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【００１２】
そこで、蒸留水や、加熱処理や紫外線照射等の処理後の温泉、地下水等のミネラルウオー
ターや海水にミネラル成分を人工的に添加する方法が考えられるが、通常の方法で添加さ
れたミネラル成分のイオンを取り巻く水の外廓の水分子のクラスターサイズは比較的大き
く、このため、皮膚吸収、粘膜吸収し難くなるといった問題がある。
【００１３】
また、最近では、いわゆる海洋深層水をミネラル成分として配合した化粧品や医薬部外品
も提案されている。
【００１４】
しかしながら、海洋循環の作用により、海洋における表層水と深層水は常に循環しており
、この結果、取水された深層水はその都度ミネラルバランスが異なり、安定したものが得
難いといった問題がある。
【００１５】
また、海洋循環の作用により、深層水が表層に湧昇し、酸素、太陽光、或いは生物の食物
連鎖を受けると、その中に包含されるミネラル成分は酸化され、再び、深層に送り込まれ
ても、その還元力を回復するには長時間を必要とするため、深層水中に含まれるミネラル
成分は、不活性な状態のものを多く包含している。
【００１６】
本発明者らは、前記技術的課題を解決するために鋭意検討を重ねた結果、炭酸亜鉛、炭酸
水酸化亜鉛、炭酸水酸化亜鉛水和物の少なくとも一種を配合してなる人体に塗布又は付着
させる組成物、特に化粧品、医薬部外品が、皮膚や粘膜への浸透力が高く、亜鉛元素を人
体に効率よく取り込む事ができ、且つ、活性酸素の強い酸化作用を充分に抑制する事がで
きるとの知見を得た。
【００１７】
亜鉛はアスコルビン酸と同様に生体内で酸化される事を防止する抗酸化作用を有するとい
われている。また、炭酸亜鉛、炭酸水酸化亜鉛、炭酸水酸化亜鉛水和物を水溶液に溶解さ
せた場合の亜鉛イオンを取り巻く水の外廓の水分子のクラスターサイズが非常に小さくな
る。このため人体に塗布又は付着させる組成物、化粧品、医薬部外品は、皮膚、粘膜の浸
透力に優れるという作用を発現するものである。このことから炭酸亜鉛、炭酸水酸化亜鉛
、炭酸水酸化亜鉛水和物の１００重量％を使用しても体内からの浸出液により、亜鉛成分
が再吸収して取り込まれるとの知見を得た。
【００１８】
また、炭酸亜鉛、炭酸水酸化亜鉛、炭酸水酸化亜鉛水和物が炭酸化、炭酸水酸化されてお
り、亜鉛元素が酸化される事がない状態で存在させることにより、生命活動に必要不可欠
な亜鉛元素が酸化性の物質に対して還元作用を示す事に着目し、これを人体に塗布又は付
着させる組成物、特に化粧品、医薬部外品の成分として配合する事により亜鉛成分を皮膚
や粘膜から吸収させ、同時に活性酸素や活性化脂質の過剰発生、蓄積を著しく抑制する事
ができる化粧品、医薬部外品を得る事できるいう知見に基づいて完成されたものである。
【００１９】
従って、本願請求項の発明は、上記のような従来技術に存在する問題点を解消するべく開
発されたものである。その目的とするところは、使用者の年齢、性別、人種、体調に関わ
らず、皮膚や粘膜にとって有害な乾燥、紫外線、酸化等から皮膚や粘膜を保護し、新陳代
謝や血行等を正常化し、皮膚や粘膜が本来の持つ恒常性の維持、回復を図り、口腔粘膜で
は辺縁性歯周炎、粘膜癌、目では結膜炎、直腸では、ぢ、皮膚では、しみ、ソバカス等の
色素異常症の改善、くすみ、しわ、たるみ、脱毛等の老化現象の遅延や、肌荒れ、乾燥肌
、ニキビ、しもやけ、カブレ、アレルギー、アトピー性皮膚炎や粘膜炎等の症状改善、毛
髪の傷みの改善、爪の傷みの改善、虫歯、辺縁性歯周炎等の予防、汗疹、肩こり、神経痛
、冷え性等の緩和、更に皮膚癌等の予防等に充分な効果のある人体に塗布又は付着させる
組成物、特に化粧品、医薬部外品を提供する事にある。
【００２０】
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【課題を解決するための手段】
　この目的を達成するために、本願請求項１の発明は、人体に塗布、付着させる組成
炭酸亜鉛、炭酸水酸化亜鉛、炭酸水酸化亜鉛水和物 少なくとも１種

重量％含有するものである。
　 前記人体に塗布、付着させる組成物が化粧品であるものである
。
　 前記人体に塗布、付着させる組成物が医薬部外品である。
【００２１】
本願請求項の発明においては、このような炭酸亜鉛、炭酸水酸化亜鉛、炭酸水酸化亜鉛水
和物を用いることにより、生命活動に必要不可欠な亜鉛元素を多量に皮膚吸収、粘膜吸収
させることができる。
【００２２】
また、炭酸亜鉛、炭酸水酸化亜鉛、炭酸水酸化亜鉛水和物を水に溶解させた場合、亜鉛イ
オンを取り巻く水の外廓の水分子のクラスターサイズは非常に小さく、この結果、皮膚、
粘膜への浸透力を非常に高くすることができる。
【００２３】
特に、炭酸亜鉛、炭酸水酸化亜鉛、炭酸水酸化亜鉛水和物は酸化性の物質に対する還元作
用を呈する。
【００２４】
加えて、炭酸亜鉛、炭酸水酸化亜鉛、炭酸水酸化亜鉛水和物の二次的な利点として、人体
に塗布、付着させる組成物、化粧品、医薬部外品に殺菌、防腐作用を付与し、しかも、炭
酸亜鉛、炭酸水酸化亜鉛、炭酸水酸化亜鉛水和物の発現する還元力は、人体に塗布、付着
させる組成物、化粧品、医薬部外品に配合される他の有効成分、例えば、アスコルビン酸
等が酸化される事を防止する抗酸化作用を与える事ができる。亜鉛成分は体内でアスコル
ビン酸と同じように活性酸素を除去する働きをするため、本願請求項の発明の人体に塗布
、付着させる組成物、化粧品、医薬部外品においては、抗菌剤や防腐剤、或いは酸化防止
剤等の添加量を減らす事ができ、この結果、皮膚刺激や粘膜刺激の少ない人体に塗布、付
着させる組成物、化粧品、医薬部外品となり得る。
【００２５】
【発明の実施の形態】
本願請求項の発明における人体に塗布、付着させる組成物、化粧品、医薬部外品は、炭酸
亜鉛、炭酸水酸化亜鉛、炭酸水酸化亜鉛水和物の少なくとも一種を亜鉛成分として配合し
た事を特徴とするものであり、人体に塗布、付着させる組成物、化粧品、医薬部外品の製
造の過程において、人体に塗布、付着させる組成物、化粧品、医薬部外品に添加、混和、
湿潤その他の方法によって配合するものであるが、この人体に塗布、付着させる組成物、
化粧品、医薬部外品に添加する際の炭酸亜鉛、炭酸水酸化亜鉛、炭酸水酸化亜鉛水和物の
混合物の形態としては、特に制限されるものではなく、例えば、炭酸亜鉛、炭酸水酸化亜
鉛、炭酸水酸化亜鉛水和物を水やアルコール等で溶解させて用いても良く、更に乾燥させ
て粉末状として用いたり、増粘剤等を加えてゲル状、ペースト状に加工して取り扱い性を
向上させても良い。
【００２６】
本願請求項の発明の人体に塗布、付着させる組成物、化粧品、医薬部外品の効用を一層向
上させるために、粉体で用いるだけでなく溶解させて用いるものが良いが、粉体のまま基
剤と混入しても効果を得る事が出来る。
【００２７】
本願請求項の発明に係る人体に塗布、付着させる組成物、化粧品、医薬部外品の商品形態
としては、炭酸亜鉛、炭酸水酸化亜鉛、炭酸水酸化亜鉛水和物の少なくとも一種を配合さ
れているものであれば特に制限されるものではなく、既知の人体に塗布、付着させる組成
物、化粧品、医薬部外品と同様の形態に加工すれば良い。具体的には、化粧品、医薬部外
品として、清浄用化粧品、頭髪化粧品、基礎化粧品、メークアップ化粧品、芳香化粧品、

10

20

30

40

50

(4) JP 4036295 B2 2008.1.23

物に
が 含まれ、その含有量

は総重量に対し０．０００００００１～０．００００１
本願請求項２の発明は、

本願請求項３の発明は、



日焼け化粧品、日焼け止め化粧品、爪化粧品、アイライナー化粧品、口唇化粧品、口腔化
粧品、入浴用化粧品として用いる事ができる。
【００２８】
更に、具体的には、クレンジング、石鹸、液体ボディー洗浄、洗髪用化粧品類、シャンプ
ー、リンス、ヘアーローション、ヘアーエッセンス、ヘアークリーム、ヘアートリートメ
ント、ヘアーカラーリング剤、毛髪仕上げ用化粧品、育毛剤、化粧水、美容液類、化粧ク
リーム、乳液、パック、ジェル、マスク、エッセンス、ボディーローション、ボディーク
リーム、ひげ剃り用化粧料、ハンドケア剤、ファンデーション、チークメイクアップ、香
水、コロン、日焼け止めクリーム、サンケア製品、ネイルトリートメント、マニキュア、
美爪剤、アイメイクアップベース、アイメイクアップ、リップメイクアップ、口紅、歯磨
き剤、洗口剤、浴用剤、さらに点眼液、座薬等が挙げられる。
【００２９】
ところで、本願請求項の発明の人体に塗布、付着させる組成物、化粧品、医薬部外品は、
炭酸亜鉛、炭酸水酸化亜鉛、炭酸水酸化亜鉛水和物の少なくとも一種を配合した事を特徴
とするものであるが、その他の配合成分としては特に限定されるものではなく、化粧品、
医薬部外品用の添加剤として現在用いられているものを適宜配合する事ができる。
【００３０】
人体に塗布、付着させる組成物、化粧品、医薬部外品基剤は、具体的には、例えば、α－
オレフィンオリゴマー、パラフィンワックス、セレシン、マイクロクリスタリンワックス
等の炭化水素、パーシック油、オリーブ油、牛脂、ミンク油等の動植物油、オクタン酸セ
チル、ミリスチン酸イソプロピル、パルミチン酸セチル等の合成エステル、ホオバ油、カ
ルナウバワックス、キャンデリラワックス、モクロウ、ミツロウ等の天然動植物ワックス
、ステアリン酸ソルビタン、トリステアリン酸ポリオキシエチレングリセル、ポリオキシ
エチレンラウリルエーテル、トリオレイン酸デカグリセリル、モノラウリン酸ショ糖エス
テル、ジメチルポリシロキサン、メチルフェニルポリシロキサン等のシリコーン油及びそ
の誘導体。
【００３１】
パーフルオロポリエーテル等のフッ素系樹脂、エタノール、１，３－ブチレングリコール
、プロピレングリコール、ジグリセリン等のアルコール類、カラギーナン、キサンタンガ
ム、カルボキシメチルセルロースナトリウム、コラーゲン、エラスチン、シルク、ラクト
フェリン等のタンパク及びその加水分解物、無水ケイ酸、ナイロンパウダー、ポリアクリ
ル酸アルキル、アルミナ、酸化鉄等の粉体。
【００３２】
その他、紫外線吸収剤、ビタミン類、尿素、海水乾燥物、抗炎症剤、アミノ酸類及びその
誘導体、レシチン、着色剤、香料、防腐剤等、油分としては卵黄油、マカデミアナッツ油
、綿実油、アボカド油、ヤシ油、パーム油、パーム核油、トウモロコシ油、ピーナッツ油
、牛脂、カルナバロウ。
【００３３】
またその他としてミツロウ、流動パラフィン、ラノリン、スクワラン、ステアリン酸、ラ
ウリン酸エステル類、ミリスチン酸エステル類、イソステアリルアルコール、精製水、電
気分解した水、エチルアルコール、メチルアルコール等が挙げられる。つまり、一般に化
粧品、医薬部外品に共通して配合されるものである。
【００３４】
例えば、その他の成分として、実際に化粧品、医薬部外品に添加されるものに応じて取捨
選択される。厳密に区別できるものではないが、保湿剤としては、グリセリン、ソルビト
ール、ポリエチレングリコール、ピロリドンカルボン酸およびその塩、コラーゲン、１，
３－ブチレングリコール、ヒアルロン酸およびその塩、コンドロイチン硫酸およびその塩
、キサンタンガム等が挙げられる。
【００３５】
酸化防止剤としては、アスコルビン酸、α－トコフェロール、ジブチルヒドロキシトルエ
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ン、パラヒドロキシアニソール等が挙げられる。界面活性剤としては、ステアリル硫酸ナ
トリウム、セチル硫酸ジエタノールアミン、モノステアリン酸ポリエチレングリコール、
モノステアリン酸エチレングリコール、ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油、大豆リゾリン
脂質液、モノオレイン酸ポリオキシエチレンソルビタン等が挙げられる。
【００３６】
防腐剤としては、フェノキシエタノール、エチルパラベン、ブチルパラベン等が挙げられ
る。
消炎剤としては、グリチルリチン酸誘導体、サリチル酸誘導体、ヒノキチオール、酸化亜
鉛、アラントイン等が挙げられる。
美白剤としては、胎盤抽出物、グルタチオン、ユキノシタ抽出物、アスコルビン酸誘導体
、アルブチン等が挙げられる。
【００３７】
血行促進剤としては、γ－オリザノール、デキストラン硫酸ナトリウム等が挙げられる。
抗脂漏剤としては、硫黄、チアントール等が挙げられる。
増粘剤としては、カルボキシビニルポリマー等が挙げられる。
ｐＨ調整剤としては、乳酸、クエン酸、リンゴ酸、グリコール酸、水酸化ナトリウム等が
挙げられる。
色剤としては、チタンイエロー、カーサミン、ベニバナ赤等が挙げられる。
金属イオン封鎖剤としては、ヒドロキシエタンジスルホン酸四ナトリウム等が挙げられる
。
【００３８】
香料としては、ラベンダー油等が挙げられる。
体質顔料としては、タルク、カオリン、マイカ、炭酸カルシウム等が挙げられる。
白色顔料としては、酸化チタン、酸化亜鉛等が挙げられる。
着色顔料としては、酸化クロム、水酸化クロム、カーボンブラック、タール色素、クロロ
フィル等が挙げられる。
更に精製水及びアルコールが挙げられる。
【００３９】
そして、一般的に、化粧品、医薬部外品の化粧クリーム、乳液類、美容液類及び化粧水類
は油分、精製水及びアルコールを主要成分として、界面活性剤、保湿剤、酸化防止剤、増
粘剤、抗脂漏剤、血行促進剤、美白剤、ｐＨ調整剤、色素、防腐剤及び香料から選択され
る少なくとも一種が適宜配合される。
【００４０】
化粧ファンデーション類は、油分、体質顔料及び白色顔料を主要成分として、界面活性剤
、保湿剤、酸化防止剤、増粘剤、抗脂漏剤、血行促進剤、ｐＨ調整剤、防腐剤、酸化防止
剤、美白剤、防腐剤、香料、着色顔料及び精製水から選択される少なくとも一種が適宜配
合される。
更に、口紅類は、油分及び白色顔料を主要成分として、界面活性剤、保湿剤、酸化防止剤
、増粘剤、抗脂漏剤、血行促進剤、ｐＨ調整剤、防腐剤、酸化防止剤、美白剤、防腐剤、
香料、着色顔料及び精製水から選択される少なくとも一種が適宜配合される。
【００４１】
その他の成分としては、シャクヤク、ユキノシタ、エイジツ、オウゴン、オタネニンジン
及びメリッサ等のハーブ類、や植物エキス例えば、オレンジエキス、レイシエキス、細菌
エキス、例えば、コウジエキス等、化粧品種別許可基準１９９９年監修／厚生省医薬安全
局審査研究会「薬事日報社」に記載されているものは何を含有しても良い。上記項目は、
実際に化粧品、医薬部外品に添加されるものに応じて取捨選択される。
【００４２】
ところで、最近の化粧品の多種多様化により、化粧品、医薬部外品の範囲が拡大しており
、本願請求項の発明の化粧品においても、化粧品、医薬部外品としての定義を厳格に限定
する必要はなく一般的な化粧品、医薬部外品の事をいう。
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【００４３】
また、溶媒は炭酸亜鉛、炭酸水酸化亜鉛、炭酸水酸化亜鉛水和物を溶解するための液体を
いい、基剤はそれ以外の組成物、化粧品、医薬部外品に含まれる組成は全て組成物基剤、
化粧基剤、医薬部外品基剤となる。
【００４４】
人体に塗布、付着させる組成物、化粧品、医薬部外品中の炭酸亜鉛、炭酸水酸化亜鉛、炭
酸水酸化亜鉛水和物の含有量について以下に述べる。
【００４５】
人体に塗布、付着させる組成物、化粧品、医薬部外品で炭酸亜鉛、炭酸水酸化亜鉛、炭酸
水酸化亜鉛水和物の有効重量％の判断基準を口腔内細菌とＨｅＬａ細胞（ヘラ細胞はＨｅ
Ｌａといわれる人物の子宮頚癌の細胞を培養したものであり、ＨｅＬａ細胞は主に毒性試
験でコントロールとして用いられている細胞である。）で実施例１の実験をした。
【００４６】
〔実施例１〕
シャーレーに３％のイーグルのＭＥＭ培地に口腔内細菌を１ｃｍ 2中に１～２個前後のコ
ロニーに統一し、３７℃で４８時間培養し、炭酸亜鉛、炭酸水酸化亜鉛、炭酸水酸化亜鉛
１水和物の０．００００００００１重量％、０．０００００００１重量％、０．００００
００１重量％、０．０００００１重量％、０．００００１重量％、０．０００１重量％、
０．００１重量％、０．０１重量％、０．１重量％、１重量％、５重量％、１０重量％、
１５重量％、２０重量％、２５重量％、３０重量％、３５重量％、４０重量％、４１重量
％、４２重量％、４３重量％、４４重量％、４５重量％の濃度における口腔内細菌のコロ
ニー数で判定した。
【００４７】
一方、毒性試験はシャーレーに３％のイーグルのＭＥＭ培地にＨｅＬａ細胞を１ｃｍ 2中
に５００個前後に統一し、３７℃で４８時間培養し、炭酸亜鉛、炭酸水酸化亜鉛、炭酸水
酸化亜鉛１水和物の０．００００００００１重量％、０．０００００００１重量％、０．
００００００１重量％、０．０００００１重量％、０．００００１重量％、０．０００１
重量％、０．００１重量％、０．０１重量％、０．１重量％、１重量％、５重量％、１０
重量％、１５重量％、２０重量％、２５重量％、３０重量％、３５重量％、４０重量％、
４１重量％、４２重量％、４３重量％、４４重量％、４５重量％の濃度におけるＨｅＬａ
細胞の増殖状態で判定した。
【００４８】
結果、炭酸亜鉛の重量％による実験では総重量（以下同じ）に対し炭酸亜鉛が、０．００
００００００１重量％ではＨｅＬａ細胞が増殖したが、細菌の増殖を抑制しなかった。０
．０００００００１重量％を越えるとＨｅＬａ細胞は増殖し、反対に口腔内細菌の増殖を
抑制する事が認められた。
【００４９】
また、炭酸水酸化亜鉛の重量％による実験では総重量に対し炭酸水酸化亜鉛が、０．００
００００００１重量％ではＨｅＬａ細胞が増殖したが、細菌の増殖を抑制しなかった。０
．０００００００１重量％を越えるとＨｅＬａ細胞は増殖し、反対に口腔内細菌の増殖を
抑制する事が認められた。
【００５０】
また、炭酸水酸化亜鉛１水和物の重量％による実験では総重量に対し炭酸水酸化亜鉛１水
和物が、０．００００００００１重量％ではＨｅＬａ細胞が増殖したが、細菌の増殖を抑
制しなかった。０．０００００００１重量％を越えるとＨｅＬａ細胞は増殖し、反対に口
腔内細菌の増殖を抑制する事が認められた。
【００５１】
また、炭酸亜鉛、炭酸水酸化亜鉛、炭酸水酸化亜鉛水和物の混合物の重量％による実験で
は総重量に対し炭酸亜鉛、炭酸水酸化亜鉛、炭酸水酸化亜鉛水和物の混合物が０．０００
０００００１重量％ではＨｅＬａ細胞が増殖したが、細菌の増殖を抑制しなかった。０．
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０００００００１重量％を越えるとＨｅＬａ細胞は増殖し、反対に口腔内細菌の増殖を抑
制する事が認められた。
【００５２】
実施例１で得られた結果は、炭酸亜鉛、炭酸水酸化亜鉛、炭酸水酸化亜鉛水和物はそれぞ
れ殆ど同じ重量％で作用することが判明した。また、炭酸亜鉛、炭酸水酸化亜鉛、炭酸水
酸化亜鉛水和物の重量％とＨｅＬａ細胞と口腔内細菌の相関性は０．００１重量％でＨｅ
Ｌａ細胞の増殖が旺盛になり、反対に口腔内細菌の増殖を一層抑制した。また、４０重量
％まではＨｅＬａ細胞の顕著な増殖を示し、４０重量％を越えると細胞の増殖が微減する
結果を得た。この作用は抗生物質の作用に類似する。よって、０．０００００００１重量
％以上は抗菌剤や防腐剤、或いは酸化防止剤等の添加量を減らす事ができる。つまり、炭
酸亜鉛、炭酸水酸化亜鉛、炭酸水酸化亜鉛水和物の重量％がより望ましいのは０．００１
～４０重量％である事が判明した。
【００５３】
〔実施例２〕
また、炭酸水酸化亜鉛１水和物は結晶構造を造り易く、粉体として用いる事も可能であり
、また、炭酸亜鉛と炭酸水酸化亜鉛１水和物の混合物はピンク色を呈し、その紛体１００
％をそのままの状態でファンデーションとして用いる事も可能である。
方法として、蒸留水５０ｃｃに炭酸亜鉛、炭酸水酸化亜鉛１水和物を混入し攪拌した後、
１０気圧の圧力をかけて成型し、水分を凍結乾燥により除去しファンデーションを得た。
【００５４】
〔実施例３〕
蒸留水５０ｃｃにモノステアリン酸グリセリン０．５ｇ、ミリスチン酸イソプロピル０．
５ｇ、流動パラフィン０．５ｇ、サラシミツロウ０．５ｇ、合計２ｇを基材として加え、
そこに炭酸亜鉛、炭酸水酸化亜鉛、炭酸水酸化亜鉛１水和物を９８ｇ混入し攪拌した後、
１０気圧の圧力をかけて成型し、水分を凍結乾燥により除去しファンデーションを得た。
【００５５】
実施例２で得られたファンデーションは化粧崩れし易い難点があった。
実施例３で得られたファンデーションは型崩れしにくいものであった。つまり、９８重量
％を超えるとファンデーションとして使用した場合の使用感が損なわれる傾向にあるが、
実施例３のようにして得られたファンデーションは使用に耐えうるものである。
【００５６】
一方、下地クリーム、化粧水、美容液等の基礎化粧品類や直接皮膚に接触するものは４０
重量％未満であるほうが望ましい。
【００５７】
ここで、炭酸水酸化亜鉛水和物は水に溶解するとイオンとなり総ての水和物は水になるた
め作用としてはほぼ同じである。故に本願の炭酸水酸化亜鉛水和物は水和数を規定するも
のではない。
【００５８】
上記の通り、４０重量％以上はＨｅＬａ細胞が微減する。しかし、ファンデーションとし
て実際使用する場合は、皮膚に直接つけるのではなく、下地クリームの上にのせるのであ
り、直接皮膚に接触するのは、その２０～３０％前後になり、その上、イオン化していな
いため仮に炭酸亜鉛、炭酸水酸化亜鉛、炭酸水酸化亜鉛１水和物、１００重量％のファン
デーションを用いても崩れし易く、使用感が損なわれる以外には問題はない。
【００５９】
つまり、炭酸亜鉛、炭酸水酸化亜鉛、炭酸水酸化亜鉛水和物の含有量は人体に塗布、付着
させる組成物、化粧品、医薬部外品中に、望ましくは総重量の０．０００００００１～９
８重量％、より望ましくは０．００１～４０重量％である。含有量が０．０００００００
１重量％未満の場合には、十分な効果は得られない。また、９８重量％以上では化粧崩れ
し易く使用感が損なわれる傾向にある。
【００６０】
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次に説明する実施例４～２４は化粧水であるがボディー、頭皮、顔面、首、手足等の身体
のいかなる場所に使用してもよい。
【００６１】
〔実施例４〕
電気分解したｐＨ２．７の酸性水１，０００ｃｃに炭酸亜鉛０．５ｇと炭酸水酸化亜鉛１
水和物０．５ｇを入れ、１２時間攪拌混合し、混合液を遠心分離法により澄明な上澄み液
を得た。この上澄み液に海水乾燥物（化粧品種別許可基準に掲載されている海水の素の乾
燥物）３０ｇと尿素３０ｇ、グリセリン３０ｃｃを入れて化粧水を製造した。炭酸亜鉛と
炭酸水酸化亜鉛１水和物の混合物は約０．０９２重量％である。
【００６２】
〔比較対照例１〕：炭酸亜鉛０．５ｇと炭酸水酸化亜鉛１水和物０．５ｇの代わりに酸化
亜鉛０．５ｇと酸化チタン０．５ｇに変えた以外は実施例４と同じにし、比較対照例１の
化粧水を製造した。実施例４の化粧水と比較対照例１の化粧水で比較実験を実施した。
【００６３】
上記実施例４及び比較対照例１で得られた化粧水を用いて、皮膚角質水分量の正常化に関
する試験（浸透力及び皮膚の恒常性機能回復に関する試験）及び、美白効果に関する試験
（メラニン色素の還元化に関する試験）を以下の方法で行った。
【００６４】
シミ、ソバカスに悩むパネラー（２５～６５歳の女性）６０名で実施例４の化粧水と比較
対照例１の化粧水を使用した後の美白効果を判定した。
【００６５】
なお、試験前に上記パネラーの角質水分量の指標として、６０名を２群に分けて３０名を
１群にし、２群に分けた６０名全ての左右頬部皮膚表面の高周波電気伝導度（皮膚表面コ
ンダクタンス）を３．５ＭＨ z 高周波電気伝導度測定装置（ＳＫＩＣＯＮ２００，ＩＢＳ
社製）により測定し、皮膚表面の水分量を測定した。結果、パネラー６０名の皮膚表面コ
ンダクタンスの平均値は４．２（１／μオーム）であり、皮膚表面の性状としては、部分
的な角質の剥離が見られるいわゆる肌荒れの状態である事が確認された。
【００６６】
その後、パネラー３０名は実施例４の化粧水を左右頬部に塗布し、残りのパネラー３０名
は比較対照例１の化粧水を左右頬部に塗布して、６０分経過後、その塗布部を水洗いし、
２時間経過後に３．５ＭＨ z 高周波電気伝導度測定装置（ＳＫＩＣＯＮ２００，ＩＢＳ社
製）により測定し、皮膚表面の水分量を測定した。その結果、比較対照例１の化粧水にお
けるパネラー３０名の皮膚表面コンダクタンスの平均値は４．２（１／μオーム）で変化
がなかった。実施例４の化粧水におけるパネラー３０名の皮膚表面コンダクタンスの平均
値は７．４（１／μオーム）と向上しており皮膚表面の性状の改善が確認された。
【００６７】
また、実施例４の化粧水をパネラー３０名の口唇部に塗布し、残りのパネラー３０名は比
較対照例１の化粧水を口唇部に塗布して、６０分経過後、その塗布部を水洗いし、２時間
経過後、顕微鏡により試験前後の各パネラーの頬部皮膚や口唇粘膜の観察をした。
顕微鏡で観察した結果、比較対照例１の化粧水を塗布したパネラー３０名は、変化が見ら
れず、実施例４の化粧水を塗布したパネラー３０名は、明らかに頬部皮膚や口唇粘膜の荒
れは改善されていた。
【００６８】
上記実施例４及び比較対照例１で得られた化粧水を用いて、各々３０名に対して、毎朝の
洗顔後、及び入浴後の一日２回使用するように指示し、３０日目にその顔面に対するシミ
、ソバカスなどの美白効果を判定した。この実施例４及び比較対照例１の化粧水の繰り返
し使用による美白効果は以下の通りである。
【００６９】
実施例４における化粧水の繰り返し使用により、顔面における額、目尻や目尻の周辺部及
び頬において、顔面に対するシミ、ソバカスが目立たず、その美白効果が顕著であると認
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めたものが２０名有り、シミ、ソバカスが薄くなって殆ど目立たず、その美白効果がある
と認めたものが６名有り、残りの４名もシミ、ソバカスが幾分薄くなり、幾分かの美白効
果が認められると主張した。
【００７０】
比較対照例１の化粧水の繰り返し使用により、２名がシミ、ソバカスが幾分薄くなり、幾
分かの美白効果が認められると主張し、残りの２８名は変化が無く美白効果が認められな
いと主張した。
【００７１】
以上の結果より、本発明の炭酸亜鉛、炭酸水酸化亜鉛１水和物を配合した化粧水は、皮膚
や粘膜のメラニン色素を還元化し、顔面のシミ、ソバカスを目立たないようにする作用を
有し、更に、皮膚角質水分量を正常化し、皮膚や粘膜の恒常性機能を回復する高浸透力を
発現する事が認められた。
【００７２】
前出のパネラー２群、各３０名、全６０名に対して、ポリエチレンフィルム製の支持体に
コットン製の不織布を積層し、これにそれぞれ実施例４の化粧水と比較対照例１の化粧水
とを飽和量含浸させ、これらをそれぞれ上腕内面に添付し、１時間後の皮膚角質層のルー
ズ化試験を行った。実施例４の化粧水は、比較対照例１の化粧水と比較して、浸透力が高
く、皮膚角質層のルーズ化を促進し、化粧品、医薬部外品の有効成分の皮膚吸収を促進す
る事が認められた。
【００７３】
〔実施例５〕
ｐＨ７．３の蒸留水１，０００ｃｃに炭酸亜鉛１ｇを入れ、１２時間攪拌混合し、混合液
を遠心分離法により澄明な上澄み液を得た。この上澄み液に海水乾燥物３０ｇと尿素３０
ｇ、グリセリン３０ｃｃを入れて化粧水を製造した。炭酸亜鉛は約０．０９２重量％であ
る。
【００７４】
〔実施例６〕
ｐＨ７．３の蒸留水１，０００ｃｃに炭酸水酸化亜鉛１ｇを入れ、１２時間攪拌混合し、
混合液を遠心分離法により澄明な上澄み液を得た。この上澄み液に海水乾燥物３０ｇと尿
素３０ｇ、グリセリン３０ｃｃを入れて化粧水を製造した。炭酸水酸化亜鉛は約０．０９
２重量％である。
【００７５】
〔実施例７〕
ｐＨ７．３の蒸留水１，０００ｃｃに炭酸水酸化亜鉛１水和物１ｇを入れ、１２時間攪拌
混合し、混合液を遠心分離法により澄明な上澄み液を得た。この上澄み液に海水乾燥物３
０ｇと尿素３０ｇ、グリセリン３０ｃｃを入れて化粧水を製造した。炭酸水酸化亜鉛１水
和物は約０．０９２重量％である。
【００７６】
〔比較対照例２〕：ｐＨ７．３の蒸留水１，０００ｃｃに酸化チタン１を入れ、１２時間
攪拌混合し、混合液を遠心分離法により澄明な上澄み液を得た。この上澄み液に海水乾燥
物３０ｇと尿素３０ｇ、グリセリン３０ｃｃを入れて比較対照例２の化粧水を製造した。
【００７７】
上記実施例５、６、７、及び比較対照例２で得られた化粧水を用いて、角質水分量の指標
としてパネラー（２５～６５歳の女性）４０名を４群に分けて１０名を１群にし、４群に
分けた４０名全ての頬部皮膚表面の高周波電気伝導度（皮膚表面コンダクタンス）を３．
５ＭＨ z 高周波電気伝導度測定装置（ＳＫＩＣＯＮ２００，ＩＢＳ社製）により測定し、
皮膚表面の水分量を測定した。その後、パネラー３０名は１０名を１群にし、実施例５、
６、７の化粧水を頬部に塗布し、残りのパネラー１０名は比較対照例２の化粧水を頬部に
塗布して、６０分経過後、その塗布部を水洗いし、２時間経過後に３．５ＭＨ z 高周波電
気伝導度測定装置（ＳＫＩＣＯＮ２００，ＩＢＳ社製）により測定し、皮膚表面の水分量
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を測定した。
【００７８】
また、パネラー４０名は１０名を１群にし、実施例５、６、７の化粧水を１０名ずつに口
唇部に塗布し、残りのパネラー１０名は比較対照例２の化粧水を口唇部に塗布して、６０
分経過後、その塗布部を水洗いし、２時間経過後、顕微鏡により試験前後の各パネラーの
頬部皮膚や口唇粘膜の観察をした。
【００７９】
なお、試験前に上記パネラーの角質水分量の指標として、４０名を４群に分けて１０名を
１群にし、４群に分けた４０名全ての皮膚の高周波電気伝導度を測定した。パネラー４０
名の皮膚表面コンダクタンスの平均値は３．９（１／μオーム）であった。
【００８０】
また、試験後の比較対照例２の化粧水におけるパネラー１０名と実施例５、６、７の化粧
水におけるパネラー３０名の皮膚表面コンダクタンスを測定した。比較対照例２の化粧水
におけるパネラー１０名の皮膚表面コンダクタンスの平均値は４．０（１／μオーム）で
、実施例５の化粧水におけるパネラー１０名の皮膚表面コンダクタンスの平均値は６．６
（１／μオーム）、実施例６の化粧水におけるパネラー１０名の皮膚表面コンダクタンス
の平均値は６．６（１／μオーム）、実施例７の化粧水におけるパネラー１０名の皮膚表
面コンダクタンスの平均値は６．７（１／μオーム）と向上しており、皮膚表面の性状の
改善が確認された。
また、頬部皮膚や口唇粘膜を顕微鏡で観察した結果、比較対照例２の化粧水を塗布したパ
ネラー１０名は、変化が見られず、実施例５，６，７の化粧水を塗布したパネラー３０名
は、明らかに頬部皮膚や口唇粘膜の荒れが改善されていた。
【００８１】
〔実施例８〕
電気分解したｐＨ２．７の酸性水１，０００ｃｃに炭酸化亜鉛１ｇを入れ、１２時間攪拌
混合し、混合液を遠心分離法により澄明な上澄み液を得た。この上澄み液に海水乾燥物３
ｇと尿素３ｇ、グリセリン３０ｃｃを入れて化粧水を製造した。炭酸化亜鉛は約０．０９
２重量％である。
【００８２】
〔実施例９〕
電気分解したｐＨ２．７の酸性水１，０００ｃｃに炭酸水酸化亜鉛１水和物１ｇを入れ、
１２時間攪拌混合し、混合液を遠心分離法により澄明な上澄み液を得た。この上澄み液に
海水乾燥物３ｇと尿素３ｇ、グリセリン３０ｃｃを入れて化粧水を製造した。炭酸水酸化
亜鉛１水和物は約０．０９２重量％である。
【００８３】
〔実施例１０〕
電気分解したｐＨ２．７の酸性水１，０００ｃｃに炭酸水酸化亜鉛１水和物１ｇを入れ、
１２時間攪拌混合し、混合液を遠心分離法により澄明な上澄み液を得た。この上澄み液に
海水乾燥物３ｇと尿素３ｇ、グリセリン３０ｃｃを入れて化粧水を製造した。炭酸水酸化
亜鉛１水和物は約０ .０９２重量％である。
【００８４】
〔比較対照例３〕：電気分解したｐＨ２．７の酸性水１，０００ｃｃに酸化鉄１ｇを入れ
、１２時間攪拌混合し、混合液を遠心分離法により澄明な上澄み液を得た。この上澄み液
に海水乾燥物３ｇと尿素３ｇ、グリセリン３０ｃｃを入れて比較対照例３の化粧水を製造
した。
【００８５】
上記実施例８、９、１０及び比較対照例３で得られた化粧水を用いて、比較対照例２と同
様に角質水分量の測定と顕微鏡観察を行った。
パネラー４０名の皮膚表面コンダクタンスの平均値は４．０（１／μオーム）であった。
【００８６】
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結果、比較対照例３の化粧水におけるパネラー１０名の皮膚表面コンダクタンスの平均値
は４．１（１／μオーム）で、実施例８の化粧水におけるパネラー１０名の皮膚表面コン
ダクタンスの平均値は６．７（１／μオーム）、実施例９の化粧水におけるパネラー１０
名の皮膚表面コンダクタンスの平均値は６．８（１／μオーム）、実施例１０の化粧水に
おけるパネラー１０名の皮膚表面コンダクタンスの平均値は６．７（１／μオーム）と向
上しており皮膚表面の性状の改善が確認された。また、頬部皮膚や口唇粘膜を顕微鏡で観
察した結果、比較対照例３の化粧水を塗布したパネラー１０名は、変化が見られず、実施
例８，９，１０の化粧水を塗布したパネラー３０名は、明らかに頬部皮膚や口唇粘膜の荒
れが改善されていた。
【００８７】
〔実施例１１〕
ｐＨ７．３０の蒸留水１，０００ｃｃに炭酸亜鉛１ｇと炭酸水酸化亜鉛１ｇの混合物を入
れ、１２時間攪拌混合し、混合液を遠心分離法により澄明な上澄み液を得た。この上澄み
液に海水乾燥物３０ｇと尿素３０ｇ、グリセリン３０ｃｃを入れて化粧水を製造した。炭
酸亜鉛と炭酸水酸化亜鉛１水和物の混合物は約０．１８３重量％である。
【００８８】
〔実施例１２〕
ｐＨ７．３０の蒸留水１，０００ｃｃに炭酸亜鉛１ｇと炭酸水酸化亜鉛１水和物１ｇの混
合物を入れ、１２時間攪拌混合し、混合液を遠心分離法により澄明な上澄み液を得た。こ
の上澄み液に海水乾燥物３０ｇと尿素３０ｇ、グリセリン３０ｃｃを入れて化粧水を製造
した。炭酸亜鉛と炭酸水酸化亜鉛１水和物の混合物は約０．１８３重量％である。
【００８９】
〔実施例１３〕
ｐＨ７．３０の蒸留水１，０００ｃｃに炭酸水酸化亜鉛１ｇと炭酸水酸化亜鉛１水和物１
ｇの混合物を入れ、１２時間攪拌混合し、混合液を遠心分離法により澄明な上澄み液を得
た。この上澄み液に海水乾燥物３０ｇと尿素３０ｇ、グリセリン３０ｃｃを入れて化粧水
を製造した。炭酸亜鉛と炭酸水酸化亜鉛１水和物の混合物は約０．１８３重量％である。
【００９０】
〔比較対照例４〕：ｐＨ７．３０の蒸留水１，０００ｃｃに酸化亜鉛１ｇと酸化チタン１
ｇの混合物を入れ、１２時間攪拌混合し、混合液を遠心分離法により澄明な上澄み液を得
た。この上澄み液に海水乾燥物３０ｇと尿素３０ｇ、グリセリン３０ｃｃを入れて比較対
照例４の化粧水を製造した。
【００９１】
上記実施例１１、１２、１３及び比較対照例４で得られた化粧水を用いて、比較対照例２
と同様に角質水分量の測定と顕微鏡観察を行った。
パネラー４０名の皮膚表面コンダクタンスの平均値は３．９（１／μオーム）であった。
【００９２】
結果、比較対照例４の化粧水におけるパネラー１０名の皮膚表面コンダクタンスの平均値
は４．０（１／μオーム）で、実施例１１の化粧水におけるパネラー１０名の皮膚表面コ
ンダクタンスの平均値は６．５（１／μオーム）、実施例１２の化粧水におけるパネラー
１０名の皮膚表面コンダクタンスの平均値は６．７（１／μオーム）、実施例１３の化粧
水におけるパネラー１０名の皮膚表面コンダクタンスの平均値は６．６（１／μオーム）
と向上しており皮膚表面の性状の改善が確認された。また、頬部皮膚や口唇粘膜を顕微鏡
で観察した結果、比較対照例４の化粧水を塗布したパネラー１０名は、変化が見られず、
実施例１１，１２，１３の化粧水を塗布したパネラー３０名は、明らかに頬部皮膚や口唇
粘膜の荒れが改善されていた。
【００９３】
〔実施例１４〕
ｐＨ７．３の蒸留水１，０００ｃｃにアスコルビン酸３ｇを溶解させｐＨ２．０の溶媒を
作り、そこに炭酸亜鉛１ｇと炭酸水酸化亜鉛１ｇの混合物を入れ、１２時間攪拌し溶解さ

10

20

30

40

50

(12) JP 4036295 B2 2008.1.23



せ遠心分離法により澄明な上澄み液を得た。この上澄み液に海水乾燥物３０ｇと尿素３０
ｇ、グリセリン３０ｃｃを入れて化粧水を製造した。炭酸亜鉛と炭酸水酸化亜鉛１水和物
の混合物は約０．１８３重量％である。
【００９４】
〔実施例１５〕
ｐＨ７．３の蒸留水１，０００ｃｃにアスコルビン酸３ｇを溶解させｐＨ２．０の溶媒を
作り、そこに炭酸亜鉛１ｇと炭酸水酸化亜鉛１水和物１ｇの混合物を入れ、１２時間攪拌
し溶解させ遠心分離法により澄明な上澄み液を得た。この上澄み液に海水乾燥物３０ｇと
尿素３０ｇ、グリセリン３０ｃｃを入れて化粧水を製造した。炭酸亜鉛と炭酸水酸化亜鉛
１水和物の混合物は約０．１８３重量％である。
【００９５】
〔実施例１６〕
ｐＨ７．３の蒸留水１，０００ｃｃにアスコルビン酸３ｇを溶解させｐＨ２．０の溶媒を
作り、そこに炭酸水酸化亜鉛１ｇと炭酸水酸化亜鉛１水和物１ｇの混合物を入れ、１２時
間攪拌し溶解させ遠心分離法により澄明な上澄み液を得た。この上澄み液に海水乾燥物３
０ｇと尿素３０ｇ、グリセリン３０ｃｃを入れて化粧水を製造した。炭酸水酸化亜鉛と炭
酸水酸化亜鉛１水和物の混合物は約０．１８３重量％である。
【００９６】
〔比較対照例５〕：ｐＨ７．３の蒸留水１，０００ｃｃにアスコルビン酸３ｇを溶解させ
ｐＨ２．０の溶媒を作り、そこに酸化亜鉛１ｇと酸化鉄１ｇの混合物を入れ、１２時間攪
拌し溶解させ遠心分離法により澄明な上澄み液を得た。この上澄み液に海水乾燥物３０ｇ
と尿素３０ｇ、グリセリン３０ｃｃを入れて比較対照例５の化粧水を製造した。
【００９７】
上記実施例１４、１５、１６及び比較対照例５で得られた化粧水を用いて、比較対照例２
と同様に角質水分量の測定と顕微鏡観察を行った。
パネラー４０名の皮膚表面コンダクタンスの平均値は４．１（１／μオーム）であった。
【００９８】
結果、比較対照例５の化粧水におけるパネラー１０名の皮膚表面コンダクタンスの平均値
は４．１（１／μオーム）で、実施例１４の化粧水におけるパネラー１０名の皮膚表面コ
ンダクタンスの平均値は６．６（１／μオーム）、実施例１５の化粧水におけるパネラー
１０名の皮膚表面コンダクタンスの平均値は６．７（１／μオーム）、実施例１６の化粧
水におけるパネラー１０名の皮膚表面コンダクタンスの平均値は６．８（１／μオーム）
と向上しており皮膚表面の性状の改善が確認された。また、頬部皮膚や口唇粘膜を顕微鏡
で観察した結果、比較対照例５の化粧水を塗布したパネラー１０名は、変化が見られず、
実施例１４，１５，１６の化粧水を塗布したパネラー３０名は、明らかに頬部皮膚や口唇
粘膜の荒れが改善されていた。
【００９９】
〔実施例１７〕
ｐＨ７．３の蒸留水１，０００ｃｃに炭酸亜鉛１ｇを入れ、１２時間攪拌し溶解させ遠心
分離法により澄明な上澄み液を得た。この上澄み液にグルタミン酸６ｇを１時間反応させ
、その後 L-アルギニン４ｇを１時間攪拌混合し、混合液を遠心分離法により澄明な上澄み
液を得た。この上澄み液に海水乾燥物３０ｇと尿素３０ｇ、グリセリン３０ｃｃを入れて
化粧水を製造した。炭酸亜鉛は約０．０９１重量％である。
【００１００】
〔実施例１８〕
ｐＨ７．３の蒸留水１，０００ｃｃに炭酸水酸化亜鉛１ｇを入れ、１２時間攪拌し溶解さ
せ遠心分離法により澄明な上澄み液を得た。この上澄み液にグルタミン酸６ｇを１時間反
応させ、その後 L-アルギニン４ｇを１時間攪拌混合し、混合液を遠心分離法により澄明な
上澄み液を得た。この上澄み液に海水乾燥物３０ｇと尿素３０ｇ、グリセリン３０ｃｃを
入れて化粧水を製造した。炭酸亜鉛は約０．０９１重量％である。
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【００１０１】
〔実施例１９〕
ｐＨ７．３の蒸留水１，０００ｃｃに炭酸水酸化亜鉛１水和物１ｇを入れ、１２時間攪拌
し溶解させ遠心分離法により澄明な上澄み液を得た。この上澄み液にグルタミン酸６ｇを
１時間反応させ、その後 L-アルギニン４ｇを１時間攪拌混合し、混合液を遠心分離法によ
り澄明な上澄み液を得た。この上澄み液に海水乾燥物３０ｇと尿素３０ｇ、グリセリン３
０ｃｃを入れて化粧水を製造した。炭酸亜鉛は約０．０９１重量％である。
【００１０２】
〔比較対照例６〕：ｐＨ７．３の蒸留水１，０００ｃｃに酸化亜鉛１ｇを入れ、１２時間
攪拌し溶解させ遠心分離法により澄明な上澄み液を得た。この上澄み液にグルタミン酸６
ｇを１時間反応させ、その後 L-アルギニン４ｇを１時間攪拌混合し、混合液を遠心分離法
により澄明な上澄み液を得た。この上澄み液に海水乾燥物３０ｇと尿素３０ｇ、グリセリ
ン３０ｃｃを入れて化粧水を製造した。
【００１０３】
上記実施例１７、１８、１９及び比較対照例６で得られた化粧水を用いて、比較対照例２
と同様に角質水分量の測定と顕微鏡観察を行った。
パネラー４０名の皮膚表面コンダクタンスの平均値は４．０（１／μオーム）であった。
【００１０４】
結果、比較対照例６の化粧水におけるパネラー１０名の皮膚表面コンダクタンスの平均値
は４．１（１／μオーム）で、実施例１７の化粧水におけるパネラー１０名の皮膚表面コ
ンダクタンスの平均値は６．８（１／μオーム）、実施例１８の化粧水におけるパネラー
１０名の皮膚表面コンダクタンスの平均値は６．７（１／μオーム）、実施例１９の化粧
水におけるパネラー１０名の皮膚表面コンダクタンスの平均値は６．８（１／μオーム）
と向上しており皮膚表面の性状の改善が確認された。また、頬部皮膚や口唇粘膜を顕微鏡
で観察した結果、比較対照例６の化粧水を塗布したパネラー１０名は、変化が見られず、
実施例１７，１８，１９の化粧水を塗布したパネラー３０名は、明らかに頬部皮膚や口唇
粘膜の荒れが改善されていた。
【００１０５】
〔実施例２０〕
ｐＨ７．３の蒸留水１，０００ｃｃに乳酸３ｃｃとアスコルビン酸３ｇを溶解させｐＨ２
．２の溶媒を作り、そこに炭酸亜鉛３ｇと炭酸水酸化亜鉛３ｇの混合物を入れ、１２時間
攪拌混合し、混合液を遠心分離法により澄明な上澄み液を得た。この上澄み液にグルタミ
ン酸６ｇを１時間反応させ、その後Ｌ－アルギニン４ｇを１時間攪拌し混合し、混合液を
遠心分離法により澄明な上澄み液を得た。この上澄み液に海水乾燥物３０ｇと尿素３０ｇ
、グリセリン３０ｃｃを入れて化粧水を製造した。炭酸亜鉛と炭酸水酸化亜鉛１水和物の
混合物は約０．５４０重量％である。
【００１０６】
〔実施例２１〕
ｐＨ７．３の蒸留水１，０００ｃｃに乳酸３ｃｃとアスコルビン酸３ｇを溶解させｐＨ２
．２の溶媒を作り、そこに炭酸亜鉛３ｇと炭酸水酸化亜鉛１水和物３ｇの混合物を入れ、
１２時間攪拌混合し、混合液を遠心分離法により澄明な上澄み液を得た。この上澄み液に
グルタミン酸６ｇを１時間反応させ、その後Ｌ－アルギニン４ｇを１時間攪拌し混合し、
混合液を遠心分離法により澄明な上澄み液を得た。この上澄み液に海水乾燥物３０ｇと尿
素３０ｇ、グリセリン３０ｃｃを入れて化粧水を製造した。炭酸亜鉛と炭酸水酸化亜鉛１
水和物の混合物は約０．５４０重量％である。
【００１０７】
〔実施例２２〕
ｐＨ７．３の蒸留水１，０００ｃｃに乳酸３ｃｃとアスコルビン酸３ｇを溶解させｐＨ２
．２の溶媒を作り、そこに炭酸水酸化亜鉛３ｇと炭酸水酸化亜鉛１水和物３ｇの混合物を
入れ、１２時間攪拌混合し、混合液を遠心分離法により澄明な上澄み液を得た。この上澄
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み液にグルタミン酸６ｇを１時間反応させ、その後Ｌ－アルギニン４ｇを１時間攪拌し混
合し、混合液を遠心分離法により澄明な上澄み液を得た。この上澄み液に海水乾燥物３０
ｇと尿素３０ｇ、グリセリン３０ｃｃを入れて化粧水を製造した。炭酸亜鉛と炭酸水酸化
亜鉛１水和物の混合物は約０．５４０重量％である。
【００１０８】
〔比較対照例７〕：ｐＨ７．３の蒸留水１，０００ｃｃに乳酸３ｃｃとアスコルビン酸３
ｇを溶解させｐＨ２．２の溶媒を作り、そこに酸化亜鉛３ｇと酸化チタン３ｇの混合物を
入れ、１２時間攪拌混合し、混合液を遠心分離法により澄明な上澄み液を得た。この上澄
み液にグルタミン酸６ｇを１時間反応させ、その後Ｌ－アルギニン４ｇを１時間攪拌し混
合し、混合液を遠心分離法により澄明な上澄み液を得た。この上澄み液に海水乾燥物３０
ｇと尿素３０ｇ、グリセリン３０ｃｃを入れて化粧水を製造した。
【００１０９】
上記実施例２０、２１、２２及び比較対照例７で得られた化粧水を用いて、比較対照例２
と同様に角質水分量の測定と顕微鏡観察を行った。
パネラー４０名の皮膚表面コンダクタンスの平均値は３．９（１／μオーム）であった。
【００１１０】
結果、比較対照例７の化粧水におけるパネラー１０名の皮膚表面コンダクタンスの平均値
は４．０（１／μオーム）で、実施例２０の化粧水におけるパネラー１０名の皮膚表面コ
ンダクタンスの平均値は６．８（１／μオーム）、実施例２１の化粧水におけるパネラー
１０名の皮膚表面コンダクタンスの平均値は６．７（１／μオーム）、実施例２２の化粧
水におけるパネラー１０名の皮膚表面コンダクタンスの平均値は６．９（１／μオーム）
と向上しており皮膚表面の性状の改善が確認された。また、頬部皮膚や口唇粘膜を顕微鏡
で観察した結果、比較対照例７の化粧水を塗布したパネラー１０名は、変化が見られず、
実施例２０，２１，２２の化粧水を塗布したパネラー３０名は、明らかに頬部皮膚や口唇
粘膜の荒れが改善されていた。
【００１１１】
〔実施例２３〕
電気分解したｐＨ２．７の酸性水１，０００ｃｃに乳酸７５ｃｃを溶解させた後、炭酸亜
鉛２５ｇと炭酸水酸化亜鉛２５ｇを１２時間攪拌混合し、混合液を遠心分離法により澄明
な上澄み液を得た。その後アスコルビン酸を７５ｇ加え炭酸水酸化亜鉛１水和物５０ｇを
１２時間攪拌混合し、混合液を再び遠心分離法により澄明な上澄み液を得た。
【００１１２】
この上澄み液に中性アミノ酸である脂肪族アミノ酸のグリシン、アラニン、バリン、ロイ
シン、イソロイシン、オキシアミノ酸のセリン、トレオニン、含硫アミノ酸のシステイン
、シスチン、メチオニン、芳香族アミノ酸のフェニルアラニン、チロシン、トリプトファ
ン、イミノ酸のプロリン、酸性アミノ酸アミドのアスパラギン、グルタミンの１６種類を
各々１ｇで、合計１６ｇを同時に混入し１０時間反応させて、再び遠心分離法により澄明
な上澄み液を得た。
【００１１３】
その上澄み液にアスパラギン酸２０ｇとグルタミン酸２０ｇを混合し３時間攪拌した混合
液を再び遠心分離法により澄明な上澄み液を得た。その後、アルギニン、ヒスチジン、リ
ジンでｐＨを６．０～６．５に調節した。この上澄み液に海水乾燥物３０ｇと尿素３０ｇ
、グリセリン３０ｃｃを入れて化粧水を製造した。炭酸亜鉛と炭酸水酸化亜鉛１水和物の
混合物は約４．０重量％である。
【００１１４】
〔比較対照例８〕：炭酸亜鉛２５ｇと炭酸水酸化亜鉛２５ｇの代わりに酸化亜鉛２５ｇと
酸化チタン２５ｇに変え、炭酸水酸化亜鉛１水和物５０ｇの代わりに酸化鉄５０ｇに変え
た以外は実施例２３と同じにし、比較対照例８の化粧水を製造した。
【００１１５】
上記実施例２３及び比較対照例８で得られた化粧水を用いて、比較対照例２と同様に角質
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水分量の測定と顕微鏡観察を行った。
パネラー２０名の皮膚表面コンダクタンスの平均値は４．１（１／μオーム）であった。
【００１１６】
結果、比較対照例８の化粧水におけるパネラー１０名の皮膚表面コンダクタンスの平均値
は４．１（１／μオーム）で、実施例２３の化粧水におけるパネラー１０名の皮膚表面コ
ンダクタンスの平均値は７．３（１／μオーム）と向上しており皮膚表面の性状の改善が
確認された。また、頬部皮膚や口唇粘膜を顕微鏡で観察した結果、比較対照例８の化粧水
を塗布したパネラー１０名は、変化が見られず、実施例２３の化粧水を塗布したパネラー
１０名は、明らかに頬部皮膚や口唇粘膜の荒れが改善されていた。
【００１１７】
〔実施例２４〕
電気分解したｐＨ２．７の酸性水１，０００ｃｃにアスコルビン酸７５ｇと乳酸７５ｃｃ
を溶解させた後、炭酸亜鉛と炭酸水酸化亜鉛と炭酸水酸化亜鉛１水和物の混合物１００ｇ
を１２時間攪拌混合し、混合液を遠心分離法により澄明な上澄み液を得た。この上澄み液
に中性アミノ酸である脂肪族アミノ酸のグリシン、アラニン、バリン、ロイシン、イソロ
イシン、オキシアミノ酸のセリン、トレオニン、含硫アミノ酸であるシステイン、シスチ
ン、メチオニン、芳香族アミノ酸のフェニルアラニン、チロシン、トリプトファン、イミ
ノ酸のプロリン、酸性アミノ酸アミドのアスパラギン、グルタミンの１６種類を各々１ｇ
で、合計１６ｇを同時に混入し１０時間反応させた。
【００１１８】
そこに、Ｌ－アルギニン５０ｇとグルタミン酸５０ｇを混合した後、ヒスチジン、リジン
でｐＨを５．５～６．５に調節し、再び遠心分離法により茶褐色の澄明な上澄み液と沈殿
物を得た。その上澄み液に海水乾燥物３０ｇと尿素３０ｇ、グリセリン３０ｃｃを入れて
化粧水を製造した。残りの沈殿物を別途クリームの材料にした。炭酸亜鉛と炭酸水酸化亜
鉛と炭酸水酸化亜鉛１水和物の混合物は約７．４重量％である。
【００１１９】
〔比較対照例９〕：炭酸亜鉛と炭酸水酸化亜鉛と炭酸水酸化亜鉛１水和物の混合物１００
ｇの代わりに酸化亜鉛と酸化チタンと酸化鉄の混合物１００ｇに変えた以外は実施例２４
と同じにし、比較対照例９の化粧水を製造した。
【００１２０】
上記実施例２４及び比較対照例９で得られた化粧水を用いて、比較対照例２と同様に角質
水分量の測定と顕微鏡観察を行った。
パネラー２０名の皮膚表面コンダクタンスの平均値は４．１（１／μオーム）であった。
【００１２１】
結果、比較対照例９の化粧水におけるパネラー１０名の皮膚表面コンダクタンスの平均値
は４．３（１／μオーム）で、実施例２４の化粧水におけるパネラー１０名の皮膚表面コ
ンダクタンスの平均値は７．８（１／μオーム）と向上しており皮膚表面の性状の改善が
確認された。また、頬部皮膚や口唇粘膜を顕微鏡で観察した結果、比較対照例９の化粧水
を塗布したパネラー１０名は、変化が見られず、実施例２４の化粧水を塗布したパネラー
１０名は、明らかに頬部皮膚や口唇粘膜の荒れが改善されていた。
【００１２２】
〔比較対照例１０〕：下記実験方法で製造した水溶液について１４．４℃で酸化還元電位
を測定した。測定には、笠原理化工業社製　ＯＲＰ水温系ＫＰ－２Ｚを用いた。以下の表
１の結果を得た。酸化還元電位においては、電位の負の値が大きいほど強い還元力を示し
、正の値が大きいほど強い酸化力を示す。
【００１２３】
薬剤を用いず抗菌作用を高める方法として、水の電気分解がある。これは、電気分解した
水は酸性でもアルカリ性でも細菌の抑制効果が強くなるために行う。理由は議論の途上で
あるが、電気分解した酸性水とアルカリ水をもう一度加えて元とほぼ同じｐＨで、ほぼ同
じ還元電位の水に戻しても、一度電気分解された水は酸性水、アルカリ水と同様に細菌抑

10

20

30

40

50

(16) JP 4036295 B2 2008.1.23



制効果がある事が知られている。よって、この水を化粧品の溶媒に用いると防腐剤の量を
減らすことができる。
【００１２４】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００１２５】
＋－１５ｍ V の範囲で以上の結果を得た。また、水に溶解すると約２重量％で飽和になり
還元電位に無関係になる。また、例えば、乳酸、アスコルビン酸、塩酸、硫酸等の酸を１
モル以上用いると酸の性状により異なるが、約２０重量％～４０重量％溶解する。
なお、実験の方法として、炭酸亜鉛と炭酸水酸化亜鉛と炭酸水酸化亜鉛１水和物の混合物
１ｇを１，０００ｃｃに溶解させ、その中から１ｃｃを取り９９９ｃｃの溶媒（水）に入
れ合計１，０００ｃｃを攪拌し、その中から１ｃｃを取り９９９ｃｃ溶媒（水）に入れ合
計１，０００ｃｃを攪拌し、その中から１ｃｃを取り９９９ｃｃの溶媒（水）に入れ合計
１，０００ｃｃを攪拌したものの重量％は０ . ００００００００１重量％になる。この方
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法に順じ重量％を得た。
【００１２６】
以上の酸化還元電位の実験結果により、水道水に炭酸亜鉛と炭酸水酸化亜鉛と炭酸水酸化
亜鉛１水和物が総重量に対し０．００００００００１重量％で溶解したｐＨ７．６４の水
の還元電位には誤差範囲の変化しかなく、総重量に対し０．０００００００１重量％の炭
酸亜鉛と炭酸水酸化亜鉛と炭酸水酸化亜鉛１水和物を溶解させた水は還元力の強い事が証
明された。
【００１２７】
また、電気分解したｐＨ２．７１の酸性水の酸化還元電位は１．０９０ｍＶであったが、
総重量に対し０．０００００００１重量％の炭酸亜鉛と炭酸水酸化亜鉛１水和物を溶解さ
せた水は酸化還元電位が７３０ｍＶに下がり還元力の強い事が証明された。よって、炭酸
亜鉛、炭酸水酸化亜鉛１水和物が総重量に対し０．０００００００１重量％以上で溶解さ
せた水溶液は人体に塗布、付着させる組成物、化粧品、医薬部外品に応用することが出来
る。
【００１２８】
以下、クリームの実施例及びクリームの比較対照例を挙げ、前実施形態を更に具体的に説
明する。
【００１２９】
〔実施例２５〕
（Ａ）：実施例２４の沈殿物を乾燥させた粉末１ｇ、蜂蜜０．５ｇ、基剤としてモノステ
アリン酸ポリエチレングリコール０．５ｇ、モノステアリン酸エチレングリコール２．４
ｇ、マカデミアナッツ油５．０ｇ、カルボキシビニルポリマー０．７ｇ、水酸化ナトリウ
ム０．２８ｇ、１，３－ブチレングリコール１，０００ｇに実施例９の上澄み液９８ｇを
添加して１，０００ｇの化粧クリームＡを取り出した。炭酸亜鉛と炭酸水酸化亜鉛と炭酸
水酸化亜鉛１水和物の混合物は約０．６６重量％である。
【００１３０】
〔実施例２６〕
（Ｂ）：炭酸亜鉛と炭酸水酸化亜鉛と炭酸水酸化亜鉛１水和物の混合物粉末１ｇ、蜂蜜０
．５ｇ、基剤としてモノステアリン酸ポリエチレングリコール０．５ｇ、モノステアリン
酸エチレングリコール２．４ｇ、マカデミアナッツ油５．０ｇ、カルボキシビニルポリマ
ー０．７ｇ、水酸化ナトリウム０．２８ｇ、１，３－ブチレングリコール１，０００ｇに
精製水に炭酸亜鉛と炭酸水酸化亜鉛と炭酸水酸化亜鉛１水和物の混合物を０．００００１
％重量比で混合した酸性水９８ｇを添加して１，０００ｇの化粧クリームＢを取り出した
。炭酸亜鉛と炭酸水酸化亜鉛と炭酸水酸化亜鉛１水和物の混合物は約０．０９１重量％で
ある。
【００１３１】
〔比較対照例１１〕：
（Ｃ）：トルマリン粉末１ｇ、蜂蜜０．５ｇ、基剤としてモノステアリン酸ポリエチレン
グリコール０．５ｇ、モノステアリン酸エチレングリコール２．４ｇ、マカデミアナッツ
油５．０ｇ、カルボキシビニルポリマー０．７ｇ、水酸化ナトリウム０．２８ｇ、１，３
－ブチレングリコール１，０００ｇにトルマリンを０．０１％重量比で混合した酸性水９
８ｇを添加して１，０００ｇの化粧クリームＣを取り出した。
【００１３２】
〔比較対照例１２〕：
（Ｄ）：麦飯石粉末１ｇ、蜂蜜０．５ｇ、基剤としてモノステアリン酸ポリエチレングリ
コール０．５ｇ、モノステアリン酸エチレングリコール２．４ｇ、マカデミアナッツ油５
．０ｇ、カルボキシビニルポリマー０．７ｇ、水酸化ナトリウム０．２８ｇ、１，３－ブ
チレングリコール１，０００ｇに麦飯石を０．０１％重量比で混合した酸性水９８ｇを添
加して１，０００ｇの化粧クリームＤを取り出した。
【００１３３】
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〔比較対照例１３〕：
（Ｅ）：カーボン粉末１ｇ、蜂蜜０．５ｇ、基剤としてモノステアリン酸ポリエチレング
リコール０．５ｇ、モノステアリン酸エチレングリコール２．４ｇ、マカデミアナッツ油
５．０ｇ、カルボキシビニルポリマー０．７ｇ、水酸化ナトリウム０．２８ｇ、１，３－
ブチレングリコール１，０００ｇにカーボンを０．０１％重量比で混合した酸性水９８ｇ
を添加して１，０００ｇの化粧クリームＥを取り出した。
【００１３４】
〔比較対照例１４〕：
（Ｆ）：海藻灰粉末１ｇ、蜂蜜０．５ｇ、基剤としてモノステアリン酸ポリエチレングリ
コール０．５ｇ、モノステアリン酸エチレングリコール２．４ｇ、マカデミアナッツ油５
．０ｇ、カルボキシビニルポリマー０．７ｇ、水酸化ナトリウム０．２８ｇ、１，３－ブ
チレングリコール１，０００ｇに海藻灰を０．０１％重量比で混合した酸性水９８ｇを添
加して１，０００ｇの化粧クリームＦを取り出した。
【００１３５】
〔比較対照例１５〕：
（Ｇ）：酸化鉄粉末１ｇ、蜂蜜０．５ｇ、基剤としてモノステアリン酸ポリエチレングリ
コール０．５ｇ、モノステアリン酸エチレングリコール２．４ｇ、マカデミアナッツ油５
．０ｇ、カルボキシビニルポリマー０．７ｇ、水酸化ナトリウム０．２８ｇ、１，３－ブ
チレングリコール１，０００ｇに酸化鉄を０．０１％重量比で混合した酸性水９８ｇを添
加して１，０００ｇの化粧クリームＧを取り出した。
【００１３６】
〔比較対照例１６〕：
（Ｈ）：酸化チタン粉末１ｇ、蜂蜜０．５ｇ、基剤としてモノステアリン酸ポリエチレン
グリコール０．５ｇ、モノステアリン酸エチレングリコール２．４ｇ、マカデミアナッツ
油５．０ｇ、カルボキシビニルポリマー０．７ｇ、水酸化ナトリウム０．２８ｇ、１，３
－ブチレングリコール１，０００ｇに酸化チタンを０．１％重量比で混合した酸性水９８
ｇを添加して１，０００ｇの化粧クリームＨを取り出した。
【００１３７】
〔比較対照例１７〕：
（Ｉ）：酸化亜鉛粉末１ｇ、蜂蜜０．５ｇ、基剤としてモノステアリン酸ポリエチレング
リコール０．５ｇ、モノステアリン酸エチレングリコール２．４ｇ、マカデミアナッツ油
５．０ｇ、カルボキシビニルポリマー０．７ｇ、水酸化ナトリウム０．２８ｇ、１，３－
ブチレングリコール１，０００ｇに酸化亜鉛を０．０１％重量比で混合した酸性水９８ｇ
を添加して１，０００ｇの化粧クリームＩを取り出した。
【００１３８】
〔比較対照例１８〕：
（Ｊ）：蜂蜜０．５ｇ、基剤としてモノステアリン酸ポリエチレングリコール０．５ｇ、
モノステアリン酸エチレングリコール２．４ｇ、マカデミアナッツ油５．０ｇ、カルボキ
シビニルポリマー０．７ｇ、水酸化ナトリウム０．２８ｇ、１，３－ブチレングリコール
１，０００ｇに蒸留水を９８ｇ添加して１，０００ｇの化粧クリームＪを取り出した。
【００１３９】
試験１：保湿性試験、前記実施例２５、２６の化粧クリームＡとＢ、及び前記比較対照例
１１～１８の化粧クリームＣ、化粧クリームＤ、化粧クリームＥ、化粧クリームＦ、化粧
クリームＧ、化粧クリームＨ、化粧クリームＩ、化粧クリームＪについて、試験前後にお
ける皮膚や粘膜の保湿性の比較試験を行った。各試料につき、３０名のパネラー（２５～
６５歳の男女）により評価した。
【００１４０】
各パネラーに、化粧クリームＡ、化粧クリームＢ、化粧クリームＣ、化粧クリームＤ、化
粧クリームＥを左前腕内側に、化粧クリームＦ、化粧クリームＧ、化粧クリームＨ、化粧
クリームＩ、化粧クリームＪを右前腕内側に塗布して、６０分経過後、その塗布部を水洗
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いし、２時間経過後に３．５ＭＨ z 高周波電気伝導度測定装置（ＳＫＩＣＯＮ２００，Ｉ
ＢＳ社製）により測定し、皮膚表面の水分量を測定した。なお、保湿性効果は相対比（試
験後の皮膚水分量／試験前の皮膚水分量）を算出した。この値が高いほど、皮膚における
保湿性が高い事を示す。
【０１４１】
　その結果、保湿性相対比は、化粧クリームＡは１．９８、化粧クリームＢは１．８８、
化粧クリームＣは 、化粧クリームＤは１．５１、化粧クリームＥは１．０７、化
粧クリームＦは１．５３、化粧クリームＧは１．０９、化粧クリームＨは１．１３、化粧
クリームＩは１．３２、化粧クリームＪは１．０５、となった。従って、本発明の実施例
２５、２６の化粧クリームＡ、Ｂは高い保湿作用を示す事が確認できた。
【００１４２】
試験２：抗酸化試験（皮脂過酸化脂質生成抑制）前記実施例２５、２６の化粧クリームＡ
、Ｂ及び前記比較対照例１１～１８の化粧クリームＣ、化粧クリームＤ、化粧クリームＥ
、化粧クリームＦ、化粧クリームＧ、化粧クリームＨ、化粧クリームＩ、化粧クリームＪ
について、過酸化脂質生成抑制作用試験ＴＢＡ法（アナリティカル、バイオケミストリー
カル  Vol.95、 p.351～ 358、 1979）をもとに、リノレン酸の過酸化物生成抑制作用を検討
し、以下の試験方法で測定した。
【００１４３】
０．８％ラウリル硫酸ナトリウム水溶液にリノレン酸０．１％を加え溶解し、この溶液３
．９ｍｌを１０ｍｌの透明なガラススクリュー瓶にとる。前記ガラススクリュー瓶に、検
体として化粧クリームＡ０．１ｍｌを加え、紫外線ランプ（ＳＡＮＧＡＢＲＩＥＬ社製、
ＭｏｄｅｌＵＶＧＬ－２５）を用いて紫外線を距離１５ｃｍにて３時間照射した後、この
液１ｍｌを取り、０．６７％チオバルビツール酸水溶液と１５％酢酸水溶液（ｐＨ３．５
）の混合液を１ｍｌ、４．５％ジブチルヒドロキシトルエン２０μｌを加え、９５℃で１
時間加熱する。
【００１４４】
冷却後、メタノール：ｎ－ブタノール（１５：８５）４ｍｌを加え良く振った後、遠心分
離する。次に、このｎ－ブタノール層の５３４ｎｍにおける吸光度を測定し、過酸化脂質
量とした。なお、検体を加えて紫外線を照射した場合の過酸化脂質量をａ、検体を加えて
紫外線を照射していない場合の過酸化脂質量をｂ、検体の代わりに精製水を加えて紫外線
を照射した場合の過酸化脂質量をａ ' 、検体の代わりに精製水を加えて紫外線を照射しな
い場合の過酸化脂質量をｂ ' として、過酸化脂質生成抑制率を以下の算出式により求めた
。
【００１４５】
過酸化脂質生成抑制率（％）＝ [ １－（ａ－ｂ）／（ａ ' －ｂ ' ） ] × 100 また、化粧ク
リームＢ、化粧クリームＣ、化粧クリームＤ、化粧クリームＥ、化粧クリームＦ、化粧ク
リームＧ、化粧クリームＨ、化粧クリームＩ、化粧クリームＪについても同様の操作を行
い過酸化脂質生成抑制率を算出した。その結果、過酸化脂質生成抑制率は化粧クリームＡ
は９８．２％、化粧クリームＢは９６．３％、化粧クリームＣは６０．３％、化粧クリー
ムＤは６４．６％、化粧クリームＥは５２．４％、化粧クリームＦは７３．９％、化粧ク
リームＧは５２．８％、化粧クリームＨは５１．３％、化粧クリームＩは６１．８％、化
粧クリームＪは５０．８％、となった。従って、本発明の実施例２５、２６の化粧クリー
ムＡ、Ｂは高い過酸化脂質生成抑制作用を示す事が確認できた。
【０１４６】
　試験３：肌荒れ改善試験、前記実施例２５、２６の化粧クリームＡ、Ｂ、及び前記比較
対照例１１～１８ 粧クリームＣ、化粧クリームＤ、化粧クリームＥ、化粧クリームＦ
、化粧クリームＧ、化粧クリームＨ、化粧クリームＩ、化粧クリームＪについて、試験前
後における皮膚や粘膜状態の改善効果の比較試験を行った。
【００１４７】
各試料につき、３０名のパネラー（２５～６５歳の男女）により評価した。各パネラーに

10

20

30

40

50

(20) JP 4036295 B2 2008.1.23

１．２５

の化



つき２週間にわたり被験試料を、顔面皮膚や口唇粘膜に適量１日２回塗布した。肌荒れ改
善効果は、試験前後において各パネラーの顔面皮膚や口唇粘膜を顕微鏡で観察した。また
、表皮面積１ｃｍ 2 に対する剥離角質部分（肌荒れ部）の面積を測定し、初期値と２週間
後の測定値から改善度 [ （初期値―２週間後の測定値）／初期値× 100]を計算し、その平
均値を算出した。
【００１４８】
この値が高いほど、皮膚や粘膜における肌荒れの改善度合いが高い事になる。その結果、
肌荒れ改善度は化粧クリームＡは８８．５％、化粧クリームＢは８７．３％、化粧クリー
ムＣは２３．４％、化粧クリームＤは６０．５％、化粧クリームＥは２３．１％、化粧ク
リームＦは６０．７％、化粧クリームＧは２３．５％、化粧クリームＨは２２．８％、化
粧クリームＩは２５．４％、化粧クリームＪは２０．５％、となった。また、口唇粘膜を
顕微鏡で観察した結果、比較対照例１１～１８の化粧クリームを塗布したパネラー２４０
名は、変化が見られず、実施例２５、２６の化粧クリームを塗布したパネラー６０名は、
明らかに頬部皮膚や口唇粘膜の荒れが改善されていた。
【００１４９】
従って、本願請求項の発明の実施例２５、２６であるクリームＡ、Ｂは高い肌荒れ抑制作
用を示す事が確認できた。上記に示した保湿性試験、抗酸化試験、肌荒れ改善試験、によ
ると、炭酸亜鉛と炭酸水酸化亜鉛と炭酸水酸化亜鉛１水和物の混合物を溶解させて使用し
たものと、粉末を配合した化粧クリームＡと炭酸亜鉛と炭酸水酸化亜鉛と炭酸水酸化亜鉛
１水和物の混合物の粉末を配合した化粧クリームＢは、トルマリン粉末、麦飯石粉末、カ
ーボン粉末、海藻灰粉末、酸化鉄粉末、酸化チタン粉末を配合した各化粧クリーム（Ｃ～
Ｉ）および、何も配合しない化粧クリーム（Ｊ）に比べ、明らかに高い抗酸化性（皮脂過
酸化脂質の生成抑制）及び肌の保湿性が確認された。
【００１５０】
また、比較試験３においても化粧クリームＡ、Ｂは、各化粧クリーム（Ｃ～Ｊ）に比べ、
明らかに高い皮膚の剥離角質部分、口唇粘膜の改善が確認され、高い肌荒れ抑制効果が確
認された。
【００１５１】
〔実施例２７〕
炭酸亜鉛と炭酸水酸化亜鉛と炭酸水酸化亜鉛１水和物の混合物１ｇ、蜂蜜０ .５ｇ、基剤
としてヒアルロン酸ナトリウム０ .５ｇ、１，３－ブチレングリコール４．００ｇ、モノ
オレイン酸ポリオキシエチレンソルビタン１．０ｇ、ｄ１－ピロリドンカルボン酸０．１
０ｇ、ｄ１－ピロリドンカルボン酸ナトリウム１，０００ｇに精製水９４ｇを添加して１
，０００ｇの化粧水を取り出した。炭酸亜鉛と炭酸水酸化亜鉛と炭酸水酸化亜鉛１水和物
の混合物は約０．０９１重量％である。
【００１５２】
この化粧水に対して試験１、２、３と同じ、保湿性試験、抗酸化試験、肌荒れ改善試験を
３０名のパネラー（２５～６５歳の男女）により評価した。その結果、高い保湿性、高い
抗酸化性が確認された。また、高い皮膚の剥離角質部分、口唇粘膜の改善が確認され、高
い肌荒れ抑制効果が確認された。
【００１５３】
〔実施例２８〕
炭酸亜鉛と炭酸水酸化亜鉛と炭酸水酸化亜鉛１水和物の混合物１ｇ、蜂蜜０．１ｇ、基剤
として１，３－ブチレングリコール５．００ｇ、キサンタンガム０．３ｇ、大豆リゾリン
脂質液１，０００ｇ、ステアリン酸１，０００ｇ、ラベンダー油０．５ｇ、ｄ１－ピロリ
ドンカルボン酸０．１０ｇ、ｄ１－ピロリドンカルボン酸ナトリウム１，０００ｇに精製
水９２ｇを添加して１，０００ｇの乳液を取り出した。炭酸亜鉛と炭酸水酸化亜鉛と炭酸
水酸化亜鉛１水和物の混合物は約０．０３２重量％である。
【００１５４】
この乳液に対して試験１、２、３と同じ、保湿性試験、抗酸化試験、肌荒れ改善試験を３
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０名のパネラー（２５～６５歳の男女）により評価した。その結果、高い保湿性、高い抗
酸化性が確認された。また、高い皮膚の剥離角質部分、口唇粘膜の改善が確認され、高い
肌荒れ抑制効果が確認された。
【００１５５】
〔実施例２９〕
炭酸亜鉛と炭酸水酸化亜鉛と炭酸水酸化亜鉛１水和物の混合物１ｇ、蜂蜜０．１ｇ、基剤
としてヒアルロン酸ナトリウム０．３０ｇ、ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油０．５０ｇ
、１，３－ブチレングリコール１，０００ｇ、ラベンダー油０．５ｇ、ｄ１－ピロリドン
カルボン酸０．１０ｇ、ｄ１－ピロリドンカルボン酸ナトリウム１，０００ｇに精製水８
８ｇを添加して１，０００ｇの化粧エッセンスを取り出した。炭酸亜鉛と炭酸水酸化亜鉛
と炭酸水酸化亜鉛１水和物の混合物は約０．０４８重量％である。
【００１５６】
この化粧エッセンスに対して試験１、２、３と同じ、保湿性試験、抗酸化試験、肌荒れ改
善試験を３０名のパネラー（２５～６５歳の男女）により評価した。その結果、高い保湿
性、高い抗酸化性が確認された。また、高い皮膚の剥離角質部分、口唇粘膜の改善が確認
され、高い肌荒れ抑制効果が確認された。
【００１５７】
〔実施例３０〕
炭酸亜鉛と炭酸水酸化亜鉛と炭酸水酸化亜鉛１水和物の混合物１００ｇ、蜂蜜０．１ｇ、
基剤としてステアリン酸４．０ｇ、モノステアリン酸グリセリン３．０ｇ、ミリスチン酸
イソプロピル９８ｇ、流動パラフィン１，０００ｇ、サラシミツロウ３．０ｇ、カオリン
３．０ｇ、タルク１．０ｇ、着色顔料１．０ｇ、トリエタノールアミン３．０ｇ、グリセ
リン３．０ｇ、ベントナイト１．０ｇ、防腐剤適量、香料適量及び精製水を添加して１，
０００ｇのファンデーションを取り出した。炭酸亜鉛と炭酸水酸化亜鉛と炭酸水酸化亜鉛
１水和物の混合物は約８．９重量％である。
【００１５８】
このファンデーョンに対して試験１、２、３と同じ、保湿性試験、抗酸化試験、肌荒れ改
善試験を３０名のパネラー（２５～６５歳の男女）により評価した。その結果、高い保湿
性、高い抗酸化性が確認された。また、高い皮膚の剥離角質部分、口唇粘膜の改善が確認
され、高い肌荒れ抑制効果が確認された。
【００１５９】
〔実施例３１〕
炭酸亜鉛と炭酸水酸化亜鉛と炭酸水酸化亜鉛１水和物の混合物１ｇ、蜂蜜０．５ｇ、基剤
としてモノステアリン酸ポリエチレングリコール０．５ｇ、モノステアリン酸エチレング
リコール２．４ｇ、マカデミアナッツ油５．０ｇ、カルボキシビニルポリマー０．７ｇ、
水酸化ナトリウム０．２８ｇ、１，３－ブチレングリコール１，０００ｇに精製水９８ｇ
を添加し、１，０００ｇの化粧クリームを取り出した。炭酸亜鉛と炭酸水酸化亜鉛と炭酸
水酸化亜鉛１水和物の混合物は約０．０９１重量％である。
【００１６０】
この化粧クリームを試験１、２、３と同じ、保湿性試験、抗酸化試験、肌荒れ改善試験を
３０名のパネラー（２５～６５歳の男女）により評価した。その結果、高い保湿性、高い
抗酸化性が確認された。また、高い皮膚の剥離角質部分、口唇粘膜の改善が確認され、高
い肌荒れ抑制効果が確認された。
【００１６１】
〔実施例３２〕
炭酸亜鉛と炭酸水酸化亜鉛と炭酸水酸化亜鉛１水和物の混合物１ｇ、炭酸水素ナトリウム
６０．０ｇ、無水硫酸ナトリウム３２．０ｇ及びホウ砂３．０ｇに精製水を添加して１，
０００ｇとし浴用剤を得た。炭酸亜鉛と炭酸水酸化亜鉛と炭酸水酸化亜鉛１水和物の混合
物は約０ .０９１重量％である。
【００１６２】
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この浴用剤を使用し、肌荒れがある人を対象に試験例３に記載の肌荒れ改善試験を行った
。すなわち、原則として他の浴用剤を使用させず、毎日１回１週間、入浴時に浴用剤２０
ｇを溶かし込み試験前後における剥離角質部分の改善度を３０名のパネラー（２５～６５
歳の男女）により評価した。その結果、高い皮膚の剥離角質部分、口唇粘膜の改善が確認
され、高い肌荒れ抑制効果が確認された。
【００１６３】
〔実施例３３〕
炭酸亜鉛と炭酸水酸化亜鉛と炭酸水酸化亜鉛１水和物の混合物１ｇ、蜂蜜０．５ｇ、マカ
デミアナッツ油５．０ｇ、水酸化ナトリウム０．２８ｇ、キシリット０．５ｇ、塩化ナト
リウム１ｇ、塩化カリウム０．５ｇ、尿素３０ｇ、パーム核油１，０００ｇに精製水９８
ｇを添加して１，０００ｇの美容オイルを取り出した。炭酸亜鉛と炭酸水酸化亜鉛と炭酸
水酸化亜鉛１水和物の混合物は約０．０８８重量％である。
【００１６４】
〔比較対照例１９〕：炭酸亜鉛と炭酸水酸化亜鉛と炭酸水酸化亜鉛１水和物の混合物１ｇ
の代わりにトルマリンと酸化亜鉛と酸化チタンの混合物１ｇに変えた以外は実施例３３と
同じにし、比較対照例１９の美容オイルを製造した。それをコントロールとし、下記の効
能試験による比較試験４を行った。この結果を表２に示す。
【００１６５】
本願請求項の発明の化粧品の効能試験は乾燥肌、手の荒れ、アトピー性皮膚や粘膜炎、フ
ケ症に悩む成人男女１２５名から、各５０名、合計１００名をランダムに選出し１２ケ月
間実施した。残りの２５名をコントロールとした。効能試験結果を表２に示し、表３にコ
ントロールを示した。
【００１６６】
表２（試験者：１００人）表中の数字は、治癒した患者数
【表２】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００１６７】
表３（コントロール：２５人）表中の数字は、治癒した患者数
【表３】

10

20

30

40

(23) JP 4036295 B2 2008.1.23



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００１６８】
なお、前記実施例に限定されるものではなく、変更して構成する事もできる。例えば、次
に示す実施例３４のように使用することもできる。
【００１６９】
〔実施例３４〕
実施例３１の炭酸水酸化亜鉛と炭酸水酸化亜鉛１水和物の混合物１ｇ、精製水９８ｇを使
用せず、亜鉛２０ｇを２０重量％の塩酸水溶液１，０００ｇに溶解し、そこに５重量％の
炭酸水１００ｇを加え攪拌する。そこに２０重量％の水酸化ナトリウムでｐＨ７．２前後
に中和し、溶液中に亜鉛イオン、炭酸イオン、水酸基、ナトリウムイオン、塩素イオンを
含む水溶液中を作成し、蜂蜜０．５ｇ、基剤としてモノステアリン酸ポリエチレングリコ
ール０．５ｇ、モノステアリン酸エチレングリコール２．４ｇ、マカデミアナッツ油５．
０ｇ、カルボキシビニルポリマー０．７ｇ、水酸化ナトリウム０．２８ｇ、１，３－ブチ
レングリコール１，０００ｇに精製水９８ｇの代わりに９８ｇの上記水溶液を添加し、実
施例３１と同様に１，０００ｇの化粧クリームを取り出した。
【００１７０】
この化粧クリームを試験１、２、３と同じ、保湿性試験、抗酸化試験、肌荒れ改善試験を
３０名のパネラー（２５～６５歳の男女）により評価した。その結果、実施例３１で使用
した炭酸亜鉛と炭酸水酸化亜鉛と炭酸水酸化亜鉛１水和物の混合物ほどではないが、保湿
性、抗酸化性が確認された。また、皮膚の剥離角質部分、口唇粘膜の改善が確認され、肌
荒れ抑制効果が確認された。
しかし、実施例３１で用いた炭酸亜鉛と炭酸水酸化亜鉛と炭酸水酸化亜鉛１水和物の混合
物より皮膚刺激性は強かった。
【００１７１】
次に、前記実施形態から把握できる技術的思想について以下に記載する。
炭酸亜鉛、炭酸水酸化亜鉛、炭酸水酸化亜鉛水和物の少なくとも一種を含有する事を特徴
とする人体に塗布、付着させる組成物、化粧品、医薬部外品として、清浄用化粧品、頭髪
化粧品、基礎化粧品、メークアップ化粧品、芳香化粧品、日焼け化粧品、日焼け止め化粧
品、爪化粧品、アイライナー化粧品、口唇化粧品、口腔化粧品、入浴用化粧品が挙げられ
る。
【００１７２】
具体的には、クレンジング、石鹸、液体ボディー洗浄、洗髪用化粧品類、シャンプー、リ
ンス、ヘアーローション、ヘアーエッセンス、ヘアークリーム、ヘアートリートメント、
ヘアーカラーリング剤、毛髪仕上げ用化粧品、育毛剤、化粧水、美容液類、化粧クリーム
、乳液、パック、ジェル、マスク、エッセンス、ボディーローション、ボディークリーム
、ひげ剃り用化粧料、ハンドケア剤、ファンデーション、チークメイクアップ、香水、コ
ロン、日焼け止めクリーム、サンケア製品、ネイルトリートメント、マニキュア、美爪剤
、アイメイクアップベース、アイメイクアップ、リップメイクアップ、口紅、歯磨き剤、
洗口剤、浴用剤などにおいて保湿性及び抗酸化性により肌荒れ抑制効果を発揮できた。
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【００１７３】
【発明の効果】
以上、説明したように、本発明に係る化粧品は、生命活動に必要不可欠な亜鉛元素を皮膚
吸収、粘膜吸収により効率よく摂取する事ができる結果、皮膚や粘膜本来の持つ恒常性の
維持、回復を補助し、しみ、ソバカス等の色素異常症の改善、くすみ、しわ、たるみ、脱
毛等の老化現象の遅延や、肌荒れ、乾燥肌、ニキビ、しもやけ、カブレ、アレルギー、ア
トピー性皮膚炎や粘膜炎等の症状改善、虫歯、辺縁性歯周炎等の予防、汗疹、肩こり、神
経痛、冷え性等の緩和に著しい効果を発揮できた。
【００１７４】
即ち、炭酸亜鉛、炭酸水酸化亜鉛、炭酸水酸化亜鉛水和物の少なくとも一種を含む本発明
の化粧品は、亜鉛イオンを取り巻く水の外廓の水分子のクラスターサイズが非常に小さく
、このため、本願請求項の発明の人体に塗布、付着させる組成物、化粧品、医薬部外品は
、皮膚吸収、粘膜吸収に優れる、という効果を得ることができた。
【００１７５】
特に、上記した如く、本願請求項の発明の人体に塗布、付着させる組成物、化粧品、医薬
部外品には、炭酸亜鉛、炭酸水酸化亜鉛、炭酸水酸化亜鉛水和物を亜鉛成分として配合し
ているものであるが、この炭酸亜鉛、炭酸水酸化亜鉛、炭酸水酸化亜鉛水和物の少なくと
も一種から用いられる亜鉛は炭酸化、炭酸水酸化されており、酸化を嫌い酸化性の物質に
対して還元作用を示すといった特別顕著な効果も有す。
【００１７６】
加えて、本願請求項の発明の人体に塗布、付着させる組成物、化粧品、医薬部外品により
殺菌、防腐作用を付与し、炭酸亜鉛、炭酸水酸化亜鉛、炭酸水酸化亜鉛水和物の発現する
還元力は、人体に塗布、付着させる組成物、化粧品、医薬部外品に配合される他の有効成
分、例えば、アスコルビン酸等が酸化される事を防止する作用（抗酸化作用）を与える事
ができるため、本願請求項の発明の人体に塗布、付着させる組成物、化粧品、医薬部外品
においては、抗菌剤や防腐剤、或いは酸化防止剤等の添加量を減らす事ができる結果、本
願請求項の発明の人体に塗布、付着させる組成物、化粧品、医薬部外品は、皮膚や粘膜刺
激の極めて少ない人体に塗布、付着させる組成物、化粧品、医薬部外品となり得た。
【００１７７】
本願請求項の発明によると、皮膚や粘膜の表面及び内面において異物（アレルゲン）とな
らない理想的な環境（メディア）を提供し、表皮を含む皮膚や粘膜の障害細胞に対してバ
ランスを整え、それら障害細胞を正常活性化できた。
【００１７８】
本願請求項の発明の人体に塗布、付着させる組成物、化粧品、医薬部外品は、皮膚や粘膜
細胞内外の酸－塩基のアンバランスを緩和させ、細胞のバランスを改善し、神経伝達物質
の分泌を促進しつつ、真皮の血流を調節、制御しながら健常皮膚や粘膜細胞の生成、増殖
を図り得る理想的な人体に塗布、付着させる組成物、化粧品、医薬部外品であり、乾燥肌
、アトピー性皮膚炎や粘膜炎、フケ症、色素沈着（シミ）、掻痒感（カユミ）、発赤（赤
顔）等を緩和し、使用者の年齢、性別、人種、体調に関わらず、美白効果、しみそばかす
の解消、肌荒れ抑制の効果を発揮する事ができる。また使用量により確実に人体に塗布、
付着させる組成物、化粧品、医薬部外品の使用感と効果を両立する事ができた。
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